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今号はババッド・マタラムの 2 回目で (第49～60章), スルタン・アグ
ンによるジャワの統一が語られる。ついに東部ジャワの宿敵スラバヤを倒







スルタン・アグンの長男であるマンクラット 1世 (位1646～1677) の妃と
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[翻 訳]













大ババッドは宮廷詩人ヤサディプラ 2 世 (Yasadipura II, 1756～1844)
がスラカルタ王国のパクブウォノ 7世の命により編んだものであり, 1836
年に完成した。原本はスラカルタの王宮に保存されているとのことである
が [Ras 1987b : XIV], 筆者は原本の現状について情報をもたない。なお,
ヤサディプラ 2世の生年については明記しない資料が多いが, ここではフ
ロリダに従っておく [Florida 1993 : 372]。
ヤサディプラ 2世はヤサディプラ 1世 (1729～1803) の子であり, ラン
ガワルシタ (Ranggawarsita, 1802～1873) の祖父である。 3 人とも宮廷詩
人であり, 時代を代表する文学者であった。なかでもヤサディプラ 2世は









いて写本が作成された。美しい王宮書体だという [Pigeaud 1967 2 : 25]。
この写本がデルフトに送られた時点は, 1836年からウィンテルが死去する






内容的には前者は1770年ころまで [Pigeaud 1968 2 : 25] (バライプスタカ
版は1743年ころまで) を扱い, 後者は1721年ころまでを扱う。メインスマ
版が扱う1721年ころまでは, 大ババッドではバライプスタカ版の第20分
冊61頁までにあたるが, その分量はメインスマ版の 2 倍弱である [Ras















ジャヤ Trunajaya の処刑に対するマンクラット 2世の関わり方がバライプ
スタカ版とメインスマ版で大きく異なることを論じている。ここでは紹介
する余裕がないが, ラスはその上で, メインスマ版が依拠した韻文テキス
トが大ババッドより古い可能性を示唆している [Ras 1987b : XV～XVII]。
ラスはまたメインスマ版にはバライプスタカ版にない詳細が記されるこ
とがあるという。たとえば, ラスは取りあげていないが, すでに述べたよ
うに (解題 4末尾) パジャンのスルタン, アディウィジャヤの名前がバラ
イプスタカ版に記されていない。ラスはまた本書にしばしばみられる予言
のうち, バライプスタカ版とメインスマ版で取りあげ方が異なる場合をあ
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スラタニ公とマタラムの全軍は, プマラン Pemalang [マラン Malang
のことか] を攻略するため進発した。マランのブパティは, 名をランガ・




さて, パンゲラン・スラバヤはマタラム軍の来襲を知ると, ラスム, グ












































した。スラバヤ公はただちにスムヌップ, バレガ, パカチャンガン, グル











































































































さて, パジャン太守は背こうとしていて, マタラムのブパティ, パンゲ
ラン・マンドゥラ・ルジャ Mandura-Reja とすでに通じていた。きっかけ
を待つだけだった。やがてスルタン陛下は事態を察知なさった。そして陛
























牛] のように奮戦したが, 敵軍はあまりに多かった。打ち負かされて, み
な逃げ出し, マンドゥラ・ルジャ公を罵った。この戦争のきっかけを作り,
最後に裏切ったと。パジャン太守とタンバック・バヤはまっすぐ東に駆け,


















































れたのはトゥムングン・マングンオヌン Mangun-Oneng であり, 外領の
すべてのブパティが付けられた。マングンオヌン公はただちに出陣した。
こうしてスラバヤは包囲され, 食糧補給の道は封鎖された。スラバヤ公は



















征服し, そこに 6 人のブパティを任命していた。第一にマングンジャヤ
Mangun-Jaya, 第二にカンドゥルワン Kanduruwan, 第三にラジャ・ムンガ
ラ Menggala, 第四にトパティ Toh-Pati, 第五にサウンガリンSawung-
























てしまったが, 王様の槍キヤイ・バル Baru を担ぐ役目の家臣ナヤ・ダル












「アラップ・アラップ, お前はジャガバヤ Jaga-Baya, アルヤ・パヌラル
Panular, ガベヒ・ウィラパティ Wira-Pati とともに, マタラムのマントリ
すべてを率いてパティにゆけ。パティの町のすべてを奪い取るのだ。もし
抵抗する者があれば殺せ。輿をもってゆくのだ。プリヤイの妻たちを輿に















































一行は穏やかに進み, ブトゥ Butuh に至ると聖墓にお参りした。その
夜は聖墓の足許で寝た。真夜中過ぎたころプキック公は声を聞いた｡「プ
キックよ, よく聞くのじゃ, お前はやがて孫をさずかる。それは偉大な王
となり, パジャンの西のワナクルタ Wana-Kerta の原に王宮を構え, 大軍
























































































































8 人いて, 名前をジャクウェス Jakuwes, バルム Balem, エンドロ Endro,
シトゥイェ Situye, ジュロド Jrodo, ワミ Wami, カレン Kareng, そしてグ
ジュグ Gejug といい, 中尉は 4 人だった。彼らはくる日もくる日も教練
し, ひっきりなしに太鼓を叩くだけで, 誰も砦の外に出ようとしなかった。















いた。クンペニの者たちは敵襲とわかると, 4 部隊の兵を布陣させ, 大砲
を 4隅に配備し, 手榴弾と投擲弾を準備した。要塞の中のオランダ人はみ












































































が送られてきた。デワ・ルンカラ dewa Lengkara と デワ・アグン dewa
Agung の 2 人が率いていて, その下にパンジ・バレレン Baleleng とパン
ジ・マチャンクニンMacan-Kuning がいた。こうして国守は自身の軍とバ
リの戦士を率いて, 境界に陣どる敵に当たるため出撃した。都は国守の次
男キ・マス・クンバル Kembar が守備した。国守は境界に至り, 敵に対























Sumedhang とウクル Ukur の征服をお命じになった。そのとおり実行さ
れ, 財宝と女たちがマタラムに連れてこられた。
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